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11
月
２
日
３
日
両
日
は
、
本
校
文

化
祭
（
文
徳
祭
）
で
し
た
。 

今
年
の

テ
ー
マ
は
、
「
文
化
に
華
ひ
ら
り
」
。

鹿
釜
さ
ん(

3F2
姫
戸
中)

の
作
品
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
、
文
化
広
報
委
員
長
の

岡
本
さ
ん(
2F5
北
部
中)

の
開
会
宣
言

の
後
、
学
校
長
挨
拶
、
生
徒
会
長
の

千
々
松
さ
ん
（
3JS1
花
陵
中
）が
挨
拶

を
行
い
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
へ
と

続
き
ま
し
た
。 

今
年
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
最
初
に

生
徒
会
役
員
交
代
式
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
橋
元
く
ん(

1S1
西
合
志
南
中)

が
剣
舞
「雨
の
田
原
坂
」を
披
露
、
弁

論
大
会
は
「熊
本
地
震
に
つ
い
て
」と

い
う
共
通
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
、
田

尻
く
ん(

1F1
三
和
中)

吉
良
さ
ん(

1S4

熊
大
附
属
中)

小
田
さ
ん(

2JSS
熊
大

附
属
中)

園
田
く
ん(

2JS1
七
城
中)

が

発
表
。
最
優
秀
賞
に
は
小
田
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。 

                          

                

そ
の
後
、
講
演
会
を
挟
ん
で
、
吉

良
さ
ん(

1S4
熊
大
附
属
中)

源
く
ん

(

1F1
西
合
志
中)

三
宅
さ
ん(

1F4
宇
土

鶴
城
中)
に
よ
る
保
健
委
員
会
活
動

報
告
。
疋
田
さ
ん(
2JSS
文
徳
中)

に
よ

る
熊
本
市
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
市
青
年

交
流
事
業
報
告
。
西
山
く
ん(

3T1
泗

水
中)

・
志
戸
く
ん(

3T2
八
代
第
四

中)

・福
田
く
ん(

3T2
玉
南
中) 
・福
田

く
ん(

3T2
佐
敷
中)

・野
口
く
ん(
3T2

北
部
中)

・吉
良
く
ん(

2T1
白
川
中)

・

白
藤
く
ん(

1T1
錦
ケ
丘
中)

の
７
名
が

英
語
で
狂
言
「日
本
の
文
化
を
世
界

に
発
信
」を
発
表
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ベ

ー
ト
同
好
会
の
今
年
の
論
題
は
「
愛

の
告
白
は
、
相
手
に
直
接
口
頭
で
言

う
べ
き
か
否
か
」
で
し
た
。
谷
く
ん

(

4J
文
徳
中)

・
久
島
く
ん(

4J
文
徳

中)

・松
田
く
ん(

4J
文
徳
中)

・早
﨑

さ
ん(

1SS 

熊
大
附
属
中)

・
吉
野
さ

ん(

1SS
熊
大
附
属
中)

・
星
子
く
ん

(

1S1
熊
大
附
属
中)

・有
田
く
ん(

2JSS

県
立
八
代
中)

・市
川
く
ん(

2JSS
託
麻 

    

        

中)

・中
越
く
ん(

2JSS
文
徳
中)

・満
崎

く
ん(

2JSS
託
麻
中)

が
２
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
中
島
く
ん(

1S3
京
陵
中)

に
よ

る
ピ
ア
ノ
演
奏
「幻
想
即
興
曲
」、
松

本
先
生
が
赤
峯
さ
ん(

2F1
松
橋
中)

の

伴
奏
で
独
唱
を
披
露
し
終
了
し
ま
し

た
。 ２

日
目
も
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー

ナ
に
全
校
生
徒
が
集
い
、
新
生
徒
会

長
の
橋
口
く
ん
（
2JS3
宇
土
鶴
城
）の

開
会
宣
言
を
合
図
に
幕
が
開
き
ま

し
た
。
ま
ず
、
北
村
さ
ん
（
1S3 

北
部

中
）の
見
事
な
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
か

ら
始
ま
り
、
吹
奏
楽
部
が
演
奏
を
披

露
。
そ
の
後
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、
沖
先

生
・村
山
先
生
・日
高
先
生
・佐
藤
誠

先
生
・
佐
藤
大
先
生
・
宮
本
先
生
が

「perfect hum
an

」な
ら
ぬ
「perfect 

teacher

」
を
熱
唱
し
、
生
徒
会
主
催

の
「
文
徳
ビ
ン
ゴ
」
へ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
み
ま
し
た
。
そ
の
後
の
フ
リ
ー

ス
テ
ー
ジ
は
「い
こ
い
の
広
場
」に
野

外
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
、
ダ
ン
ス
や
弾

き
語
り
、
歌
唱
王
決
定
戦
な
ど
、
生 

                          

徒
の
特
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
体
育
館
で
壁
新
聞
・書
道
作
品
・

美
術
作
品
な
ど
の
展
示
、
ま
た
、
「熊

本
復
興
」を
テ
ー
マ
に
し
た
共
同
作

品
制
作
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に

も
、
教
室
を
使
っ
た
企
画
、
茶
道
部

に
よ
る
茶
道
の
体
験
、
華
道
の
作
品

展
示
、
体
育
館
周
辺
の
模
擬
店
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
一
般

公
開
で
も
あ
り
、
外
部
か
ら
の
中
学

生
や
高
校
生
、
保
護
者
の
方
々
や
卒

業
生
、
そ
の
他
一
般
の
お
客
様
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

校
内
は
文
化
の
香
り
と
楽
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

  

     興
南
中
学
校
・興
南
高
等
学
校
理

事
長
、
兼
校
長
、
兼
野
球
部
監
督
の

我
喜
屋
優
先
生
を
お
招
き
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演
題
は
「
人

生
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に
勝
と
う
」。
興

南
高
校
野
球
部
が
成
し
遂
げ
た
２
０

１
０
年
甲
子
園
春
夏
連
覇
は
、
我
喜

屋
先
生
が
頑
固
に
貫
か
れ
た
確
固
た

る
人
間
教
育
の
上
に
成
し
遂
げ
ら

れ
た
偉
業
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。 

先
生
は
、
野
球
部
監
督
と
し
て
の

経
験
か
ら
、
人
生
を
よ
り
よ
く
生
き

る
上
で
必
要
な
こ
と
を
生
徒
に
話
さ

れ
ま
し
た
。
「出
来
な
い
理
由
を
探

す
の
で
は
な
く
出
来
る
理
由
を
探

す
こ
と
の
大
切
さ
」北
海
道
で
社
会

人
野
球
部
の
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

そ
の
後
、
監
督
へ
。
雪
か
き
を
し
て
練

習
を
行
い
、
チ
ー
ム
力
を
ア
ッ
プ
。 

          

  

              

雪
が
降
っ
て
い
て
は
野
球
が
出
来
な

い
と
い
う
、
皆
の
先
入
観
を
打
破
す

る
こ
と
で
大
き
な
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
指
導
法
は
北
海
道
の

地
に
根
付
き
、
そ
の
後
、
駒
澤
大
学

附
属
苫
小
牧
高
等
学
校
の
活
躍
に
つ

な
が
り
ま
す
。
「大
き
な
成
功
の
影

に
は
い
つ
も
小
さ
な
気
付
き
と
努
力

が
あ
る
」先
生
は
高
校
生
に
対
し
て
、

技
術
面
の
指
導
よ
り
先
に
生
活
面
の

指
導
を
徹
底
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
朝

の
散
歩
を
日
常
化
さ
せ
、
地
域
の
人

と
挨
拶
を
す
る
機
会
を
増
や
す
こ

と
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
一
分
間
ス
ピ
ー
チ

を
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
達
に
「
自

分
自
身
で
気
付
く
力
」が
生
ま
れ
ま

し
た
。
朝
食
を
残
さ
ず
食
べ
る
こ
と

が
、
食
器
を
片
づ
け
洗
う
人
へ
の
カ

バ
ー
リ
ン
グ
と
も
な
る
こ
と
に
も
意

識
す
る
よ
う
に
な
り
、
「規
則
正
し

い
生
活
」が
確
立
し
て
い
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
し
て
興
南
高
校
の
野
球
部
は
、

試
合
で
結
果
を
残
す
強
い
チ
ー
ム
へ 

と
生
ま
れ
変
わ
っ
て
行
き
ま
し
た
。 

            

先
生
は
何
事
も
、
技
術
力
の
前
に

人
間
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
説
か
れ
ま
す
。
「高
校

生
の
皆
は
、
今
、
港
に
立
っ
て
い
て
新

し
い
人
生
へ
の
船
出
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
港
で
は
波
は
立
た
な
い
が
、

海
に
出
れ
ば
大
き
な
波
に
遭
遇
す

る
こ
と
も
あ
る
。
今
、
そ
の
波
に
備

え
た
準
備
が
必
要
で
あ
り
、
コ
ツ
コ
ツ

と
努
力
を
続
け
て
い
け
ば
よ
い
人
生

が
送
れ
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

ら
れ
ま
し
た
。 

先
生
の
言
葉
は
、
部
活
動
生
は
も

と
よ
り
、
他
の
多
く
の
生
徒
達
の
心

に
響
く
も
の
で
し
た
。
「
逆
境
は
乗

り
越
え
た
ら
財
産
に
な
る
」熊
本
地

震
で
傷
ん
だ
心
に
も
響
く
言
葉
で

す
。 

           

11
月
７
日
に
、
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
の
依
頼
を
受
け
、
献
血
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
献
血
希
望
生
徒
は
、
年

齢
制
限
も
あ
り
、
２
年
生
22
名
、
３

年
生
44
名
、
計
66
名
で
し
た
。
多

目
的
ホ
ー
ル
で
受
付
・問
診
を
済
ま

せ
た
生
徒
達
は
、
や
や
緊
張
し
た
面

持
ち
で
、
４
号
館
下
ピ
ロ
テ
ィ
ー
に

駐
車
さ
れ
た
献
血
車
両
に
移
動
し
て

い
ま
し
た
。 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 

˹ ♥ ǵ ˔ ὑ 

１１月 

23 日(水)  勤労感謝の日 

       もの作り教室（中学生対象） 

24 日(木)  1.2 年後期中間考査 

3 年学年末考査 

             ～29 日(火) 

26 日(土)  崇城大学入試(一般推薦) 

1２月 

 3 日(土)  1.2 年生学年保護者会 

3 年河合マーク模試 

第二種電気工事士(技能) 

 5 日(月)  2 年第1 回就職ガイダンス 

 6 日(火)  県下一斉テスト ～7 日(水) 

14 日(水)  2 学年集会 

16 日(金)  学校交通安全日(609 回) 

          3 年クラスマッチ 

17 日(土)  3 年就職内定者セミナー 

20 日(火)  終業式 

21 日(水)  冬季課外開始 ～28日(水) 

１月 

 4 日(水)  冬季課外(3 年のみ) 

                 ～8 日(日) 

 6 日(金)  合格祈願式 

10 日(火)  始業式 

        1.2 年整理考査 

        3 年卒業試験～11 日(水) 

13 日(金)  3 年学年集会 

14 日(土)  大学入試センター試験 

                ～15 日(日) 

          1.2 年進研記述 

16 日（月） 2 年就職・公務員模試(2) 

17 日（火） 学校交通安全日(610 回) 

21 日（土） 2 年生就職ガイダンス 

22 日（日） 1 年学研ハイレベル模試 

       第3 回英語検定(1 次) 

24 日（火） 専願・奨学入試 

       家庭学習(25 日まで) 

28 日（土） 2 年東大レベル模試 

29 日（日） 1 年修学旅行   

～2/2 日(木) 

２月 

1 日(水)  2 年 就職調査書配付 

2 年クラスマッチ 

6 日(月)  2 年第2 回 

就職・公務員ガイダンス 

10 日(金)  第3 回漢字検定 

11 日(土)  2 年進研マーク模試 

～12(日) 

14 日(火)  一般入試 家庭学習 

17 日(金)  学校交通安全日(611 回) 

19 日(日)  第3 回英語検定(2 次) 

21 日(火)  後期期末考査 ～24(金) 

25 日(土)  国公立大学前期日程 

～26(日) 

※変更になる場合があります。 

 
剣舞を披露する橋元くん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員サプライズパフォーマンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディベート同好会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    講演中の我喜屋先生 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

バトントワリング北村さん 

 

 

 

 

 

 

 

 



人
権
同
和
教
育
講
演
会 

 

生
徒
会
新
執
行
部 

 

芸 

術 

鑑 

賞 

会 

 

文
徳
高
等
学
校 

入
試
対
策
講
座 

 

 

 

10
月
26
日
に
、
人
権
同
和
教
育

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
の

講
師
は
、
自
転
車
で
県
内
各
地
に
訪

問
販
売
を
す
る
ト
タ
ン
屋
根
の
ケ
ー

キ
屋
で
お
な
じ
み
の
「
ア
・
ラ
モ
ー

ト
」代
表
の
新
本
高
志
さ
ん
を
お
招

き
し
ま
し
た
。
新
本
氏
は
自
転
車
に

乗
っ
て
菊
池
、
八
代
、
玉
名
な
ど
、
県

内
ど
こ
へ
で
も
訪
問
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
講
演
で
は
道
中
で
の
様
々
な

出
会
い
や
経
験
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
「私
は
あ
な
た
の
た
め
に
何
が

で
き
る
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
演
題

で
生
徒
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。 「約

束
は
必
ず
守
る
か
ら
約
束
と

言
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
遠
く
て
も
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
い
と
思
っ

て
く
れ
て
い
る
人
の
為
に
私
は
走
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
私
を
、
家
族
を

始
め
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
支
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ケ
ー
キ
を
届

‘ 

                          

け
た
時
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
私
の
力

に
な
り
ま
す
。
一
人
は
皆
の
為
に
な

に
が
で
き
る
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
は
一
人
の
為
に
何
が
で
き

る
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。 

人
そ
れ
ぞ
れ
に
器
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
器
は
時
に
傷
つ
い
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
皆
で
素
敵
な
盛
り
付

け
を
す
る
こ
と
で
、
そ
の
傷
を
埋
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
の
力
に
な

る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
生
き
て
く

だ
さ
い
」と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
の
後
に
は
新
本
氏
自
ら
生
徒

に
今
後
の
抱
負
を
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
尋
ね
ら
れ
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
生
徒
会
よ
り

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
の
花
束
贈

呈
を
行
い
、
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

 

10
月
19
日
に
生
徒
会
役
員
改
選

選
挙
が
行
わ
れ
、
11
月
２
日
、
文
徳

祭
初
日
の
生
徒
会
役
員
交
代
式
で
新

執
行
部
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

生
徒
会
新
執
行
部
の
メ
ン
バ
ー
を

紹
介
し
ま
す
。 

生
徒
会
長 

橋
口
く
ん
（
2JS3
宇
土
鶴
城
中
） 

副
会
長 

河
津
く
ん
（
2JS4
鹿
南
中
）  

村
上
く
ん
（
2JS3
三
和
中
） 

書
記 森

田
く
ん
（
2F1
桜
山
中
） 

会
計 小

柳
さ
ん
（
2JS3
玉
東
中
） 

               

  

10
月
31
日
に
本
校
の
体
育
館
に
て

芸
術
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
ア
カ
ペ

ラ
グ
ル
ー
プ
の
「clearance

」を
お
招

き
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
「キ
ミ
ス
タ

イ
ル
」な
ど
を
始
め
、
「あ
の
素
晴
ら

し
い
愛
を
も
う
一
度
」
や
「
前
前
前

世
」な
ど
の
生
徒
に
も
馴
染
み
の
深

い
曲
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
美
し
い

歌
声
を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ポ
ッ
プ
ス
感
に
溢
れ
た
、
爽
や
か
で

印
象
的
な
サ
ウ
ン
ド
で
作
ら
れ
た
曲

に
、
会
場
に
は
自
然
と
手
拍
子
が
生

ま
れ
、
楽
し
い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
途
中
で
は
ビ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
体

験
と
し
て
全
校
生
徒
の
中
か
ら
選
ば 

 

企
画 飯

干
さ
ん
（
2JS3
荒
尾
海
陽
中
）  

酒
井
さ
ん
（
2JS3
玉
綾
中
）  

北
村
く
ん
（
1ST
天
明
中
） 

                            

れ
た
４
名
の
生
徒
と
１
名
の
教
師
が

壇
上
に
上
が
り
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々

と
音
楽
で
共
演
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
最
後
は
生
徒
も
総
立
ち
で
歌
を

歌
い
、
会
場
一
体
と
な
っ
て
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

       

        

   

10
月
15
日
、
本
校
で
中
学
生
・保

護
者
を
対
象
と
し
た
「入
試
説
明
会

お
よ
び
入
試
対
策
講
座
」を
実
施
し
、

150
名
を
超
え
る
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。
全
体
へ
の
日
程
説
明
・学
校
長
挨

拶
の
後
、
保
護
者
の
方
に
は
校
内
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
、
別
室
で
学
校

説
明
、
個
別
の
相
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
対
し
て
は
、

過
去
問
を
基
に
し
た
英
数
国
の
入
試

対
策
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
会
終

了
後
に
は
寮
の
見
学
会
も
実
施
し
ま

し
た
。 

               

     

 

昨
日
、
学
校
に
一
本
の
苦
情
電
話

が
入
っ
た
。
文
徳
生
徒
の
電
車
内
で

の
マ
ナ
ー
が
よ
く
な
い
と
の
内
容
で

し
た
。
「
夕
刻
の
時
間
帯
で
あ
り
車

内
が
込
み
合
っ
て
い
た
が
、
本
校
生

徒
が
座
席
に
鞄
な
ど
の
荷
物
を
置

き
、
立
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
座

れ
な
い
状
態
を
作
っ
て
い
た
。
ま
た

そ
の
生
徒
た
ち
は
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で

メ
ー
ル
か
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
が
ス
マ
ホ
に
興
じ
て
い

た
。
な
ん
と
マ
ナ
ー
の
悪
い
こ
と

か
！
」と
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
。

自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
、
他
人
が
困
ろ

う
と
ど
う
で
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

文
徳
生
は
日
頃
、
礼
儀
も
よ
く
、
挨 

                             

      

拶
も
よ
く
し
て
く
れ
る
と
お
褒
め
の

言
葉
を
多
く
頂
く
が
、
今
回
は
真
逆

の
評
価
を
頂
い
た
。
第
三
者
は
社
交

辞
令
の
挨
拶
代
り
に
美
辞
麗
句
を
並

べ
て
く
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
か
ら
、

褒
め
言
葉
は
よ
く
て
半
分
と
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
は
先

生
方
か
ら
も
、
「生
徒
が
挨
拶
し
な

く
な
っ
た
。
す
れ
違
う
と
き
道
も
譲

ら
な
い
。
授
業
に
集
中
で
き
な
い
生

徒
が
い
る
。
」と
の
情
報
が
増
え
て
い

ま
す
。
文
徳
生
は
社
会
か
ら
社
交
辞

令
で
な
く
、
真
に
素
晴
ら
し
い
と
評

価
し
て
い
た
だ
く
学
校
に
し
た
い
も

の
で
す
。
９
月
に
入
り
、
就
職
や
進

学
の
た
め
に
３
年
生
が
面
接
指
導
を

先
生
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
実

に
大
き
な
声
で
立
派
な
挨
拶
を
し
、

懸
命
に
自
己
ア
ピ
ー
ル
に
繋
が
る
内

容
を
並
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
な
ら
合

格
す
る
の
が
当
た
り
前
と
い
う
位

ま
で
対
策
指
導
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
日
頃
か
ら
進
ん
で
挨
拶
を
し
、

積
極
的
に
授
業
に
取
り
組
み
、
物
事

を
深
く
探
求
し
、
人
に
や
さ
し
く
、

制
服
の
着
こ
な
し
、
身
な
り
や
周
り

に
も
気
を
配
っ
て
向
上
心
を
持
っ
て

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
生
徒
な
ら
、

面
接
練
習
な
し
で
も
合
格
す
る
の

だ
が
と
つ
い
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一

時
的
に
虚
像
の
自
分
を
作
っ
て
人
に

認
め
て
も
ら
っ
て
も
、
そ
の
虚
像
は

数
日
で
剥
が
れ
る
も
の
で
す
。
人
格

と
は
そ
の
人
が
過
ご
し
て
き
た
生
活

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

そ
の
人
の
考
え
方
が
そ
の
人
の
行
動

を
醸
し
出
す
の
で
す
。
ま
た
マ
ナ
ー

と
は
周
囲
の
人
が
心
地
よ
く
感
じ
る

行
い
を
マ
ナ
ー
が
良
い
と
い
う
の
で

す
。
未
熟
で
未
完
成
の
若
者
が
社
会

か
ら
期
待
を
持
た
れ
る
の
は
、
今
後

の
君
の
成
長
に
期
待
を
持
つ
か
ら
な

の
で
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
日
頃
の
精
進
を
大
切
に
致
し
ま

し
ょ
う
。 

                  

す で 欄 稿 投 り 

            

よ 庭 家 ご が 面 裏 

                    

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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部 活 動 等 結 果 
◇ソフトテニス部 

11 月6 日（日）に、熊本県民総合運動公園メインコートと

上天草市松島総合運動公園コートにて開催された、「平

成28 年度全日本高校選抜九州地区予選熊本県予選（学

校対抗大会）」において、本校のソフトテニス部が第2 位

という成績を収めました。出場した8 名の選手は以下の

通りです。 

楠山くん(2T1 宇土鶴城中)  森くん(2F5 出水中) 

荒木くん(2F2 泗水中)     上野くん(2F4 宇土鶴城中) 

中村くん(1T3 湖東中)       亀丸くん(1F4 天水中) 

緒方くん(2F3 下城南中)     前田くん(2JS2 中央中) 

 尚、九州地区予選は12月9日（金）より沖縄にて開催予

定です。 

 

◇空手道部 

○第６回教育空手道交流会in SOJO 

１０月２３日（日）、崇城大学体育館において第６回教育空

手道交流会が開催されました。佐賀、長崎、熊本の高校

生が集まり男女個人戦の大会が行われました。 

男子個人組手１部 優勝 中松くん(1T1 菊池南中) 

２位  深田くん(2T2 松島中) 

○2016 和道会 全九州空手道競技大会 

１０月３０日（日）、鳥栖市民体育館において2016 和道会 

全九州空手道競技大会が開催されました。本校からは

男女個人組手に出場。 

男子個人組手 ３位入賞 深田くん(2T2 松島中) 

○平成２８年度 第３６回全九州高等学校空手道新人大

会 兼 第３６回全国高等学校空手道選抜大会予選会 

１１月１１日（金）～１３日（日）、長崎県立総合体育館にお

いて平成２８年度 第３６回全九州高等学校空手道新人

大会 兼 第３６回全国高等学校空手道選抜大会予選会

が開催されました。本校からは男子団体組手、男子団体

形、男子個人組手の３種目に出場しました。男子団体形

では県予選が２位であった為、１回戦がシード、２回戦に

真颯館高校（福岡県）と対戦。残念ながら敗退しました

が、全国選抜最終枠決定戦（今年の全国選抜大会が九

州南ブロックで開催されるため）にまわり、４校中１位と

なり全国選抜大会の出場権を獲得しました。 

 

◇女子ソフトボール部 

１０月２９日（土）３０日（日）菊池市多目的公園グラウンド

において「平成２８年度全国高等学校女子ソフトボール

選手権熊本予選」が行われました。 

準々決勝 対人吉高校戦３対０ 準決勝対熊本国府高校

戦５対３ で決勝に進み、決勝で熊本商業高校と対戦し

ましたが、1 対３で破れ、惜しくも準優勝でした。 

 

◇がんばる高校生表彰 

11 月18 日（金）に「がんばる高校生表彰」に本校の千々

松さん（3JS1 花陵中）が選ばれ、熊本テルサにて表彰式

が行われました。本校の生徒会長として、学校の各種行

事をはじめとした運営に貢献したことや、「国際ボランテ

ィアワークキャンプin  ASO」においての貧困問題の解

決策についての考察など積極的な取り組みを評価され、

蒲島知事より表彰状をいただきました。 

 

Ⱪ  
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新本さんに質問される生徒たち 
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理
科
研
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賞
（科
学
同
好
会
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【進
学
編
】 

11
月
は
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
、

私
立
大
学
の
推
薦
入
試
を
受
験
し
て

い
ま
す
。
こ
の
推
薦
を
受
け
て
い
る

大
部
分
の
生
徒
は
、
模
擬
試
験
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
自
分
の
本

当
の
力
や
そ
の
大
学
を
希
望
す
る
受

験
生
の
中
で
ど
れ
位
の
位
置
に
い
る

の
か
を
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

そ
ん
な
状
態
で
、
大
学
に
進
学
す

る
と
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
に
留
年

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

１
・２
年
生
の
皆
さ
ん
へ
の
提
案
で
す

が
、
日
々
の
学
習
を
し
っ
か
り
行
い
、

自
分
の
確
認
の
た
め
に
模
擬
試
験
を

受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

模
擬
試
験
は
、
自
分
の
力
を
知
る
た 

                

     

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
良
か
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
希
望
す
る
大
学
の
合
格

を
保
障
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
部
活
で
い
う
と
こ
ろ
の
練
習
試

合
と
考
え
て
も
ら
う
と
よ
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
試
合
後
は
、
反
省
会
を

開
き
、
次
の
成
長
へ
と
つ
な
げ
る
よ

う
に
、
模
擬
試
験
も
弱
点
を
知
り
、

修
正
を
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

３
年
生
の
夏
に
行
わ
れ
る
三
者
面

談
で
も
生
徒
た
ち
の
判
断
の
目
安
と

な
る
の
は
中
間
考
査
や
期
末
考
査

な
ど
で
す
。
し
か
し
こ
こ
で
、
気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
評
定

が
高
い
か
ら
と
言
っ
て
力
が
本
当
に

あ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
基
礎
力
は
つ
い
て
い
る
が
、
応
用

力
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
入
試
で
は
、
各
大 

                           

             

学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
（学

生
受
入
方
針
）に
基
づ
い
た
能
力
、
適

性
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
記
述

式
を
中
心
に
学
力
試
験
、
小
論
文
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
面
接
な
ど

で
評
価
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
英
語
の
試
験
に
於
い
て
は 

点

数

を

、
外

部

試

験

（TO
E
IC

・

T
O

E
F
L

・英
検
・TE

A
P

・GT
E
C

）の
ス

コ
ア
や
資
格
に
よ
っ
て
、
換
算
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
先
の
時
代
は
、
希
望
大

学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を

把
握
し
、
「
入
学
者
に
求
め
る
能
力

は
何
か
」
を
し
っ
か
り
考
え
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
。 

【就
職
編
】 

熊
本
労
働
局
の
発
表
に
よ
る
と
、

９
月
末
現
在
の
県
内
高
校
生
の
就
職 

                

内
定
率
は
、
52.7
％
（男
子
59.8
％
、
女

子
42.6
％
）で
す
。
就
職
を
希
望
す
る

県
内
の
高
校
生
は
3593
人
、
そ
の
う

ち
県
内
希
望
者
は
1934
人
で
す
。
県

内
企
業
か
ら
の
求
人
は
、
前
年
同
月

比
で
16.2
％
伸
び
て
い
ま
す
。
熊
本
地

震
に
よ
る
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

求
人
増
に
支
え
ら
れ
、
昨
年
を

6.9
％
上
回
る
高
い
就
職
率
に
な
っ
て

い
ま
す
。
本
校
の
紹
介
就
職
希
望
者

の
内
定
率
は
、
97.2
％
（
11
月
11
日

現
在
）に
達
し
て
い
ま
す
。
一
次
試
験

で
不
調
に
終
わ
っ
た
生
徒
は
、
二
回

目
の
試
験
で
無
事
内
定
を
頂
き
、
ほ

っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
公
務

員
試
験
に
つ
い
て
は
、
一
次
試
験
で

新
た
に
熊
本
県
警
察
官
に
３
名
が
合

格
し
て
い
ま
す
。
自
衛
隊
に
つ
い
て
は

最
終
合
格
者
が
発
表
さ
れ
、
一
般
曹

候
補
生
３
名
、
自
衛
官
候
補
生
４
名

の
合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。
他
の
公

務
員
は
、
こ
れ
か
ら
二
次
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
最
終
合
格
者
の
発 

                            

            

表
は
ま
だ
遅
く
な
り
そ
う
で
す
。 

 

数
社
か
ら
報
告
を
受
け
た
本
校
生

徒
の
選
考
評
価
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
礼
儀
正
し
い
。

は
き
は
き
し
て
人
に
好
か
れ
る
タ
イ

プ
で
あ
る
。
失
敗
し
て
も
気
持
ち
を

切
り
換
え
て
行
動
す
る
タ
イ
プ
で

あ
る
。
素
直
、
真
面
目
、
堅
実
な
タ

イ
プ
で
あ
る
。
積
極
性
が
あ
っ
て
元

気
が
あ
る
。
働
く
意
志
を
強
く
感
じ

た
。
声
が
大
き
く
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー

的
存
在
で
あ
る
。
挨
拶
・笑
顔
が
と

て
も
良
か
っ
た
。
目
を
見
て
話
が
で

き
て
い
た
。
頭
の
切
れ
を
感
じ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
発
言
が
多
か

っ
た
が
、
他
の
人
の
発
言
に
も
し
っ
か

り
耳
を
傾
け
て
い
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
で
は
自
ら
司
会
を
務
め
、
周
り

の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
メ
ン
バ

ー
と
力
合
わ
せ
ま
と
め
上
げ
た
。
作

文
を
持
参
し
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

く
れ
た
。
選
考
試
験
で
は
い
ろ
ん
な

面
か
ら
評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。
普
段 

                

   

10
月
23
日
に
熊
本
保
健
科
学
大

学
で
行
わ
れ
た
「第
67
回
熊
本
県
高

等
学
校
生
徒
理
科
研
究
発
表
会
（サ

イ
エ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
６
」で
、

本
校
は
化
学
部
門
に
お
い
て
「ハ
ロ
ゲ

ン
電
池
の
制
作
（第
２
報
）」
と
電
気

分
解
の
電
圧
～
電
流
曲
線
か
ら
電

極
表
面
で
の
酸
化
還
元
反
応
を
読
み

解
く
～
）
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。 

メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
で
す
。  

 

園
田
さ
ん(

2JS3 
飽
田
中) 

福
田
く
ん(
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詫
麻
中) 

西
嶋
く
ん(

1F1
湖
東
中) 

 
 

 
 
 

上
村
く
ん(

1ST 

力
合
中) 

幸
惠
く
ん
（
4J
文
徳
中
） 

 

の
何
気
な
い
生
活
の
積
み
重
ね
を
大

切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

理
工
科
の
２
年
生
を
対
象
に
、
10

月
７
日
に
職
業
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。
12
月
５
日
に
は
、
第
１
回
の
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
62
名
の
生
徒
が

就
職
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
３
年
生

の
就
職
活
動
が
終
盤
を
迎
え
、
い
よ

い
よ
２
年
生
の
就
職
活
動
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

選
考
試
験
で 

  

         

11
月
９
日
に
、
１
年
理
工
科
を
対

象
と
し
た
職
業
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。
講
師
に
は
小
林
ク
リ
エ
イ
ト
九

州
株
式
会
社
の
総
務
グ
ル
ー
プ
課
長

の
上
月
浩
氏
を
お
招
き
し
て
、
「
企

業
を
取
り
巻
く
環
境
と
、
企
業
が
求

め
る
人
材
」を
演
題
に
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

上
月
氏
は
ま
ず
、
仕
事
を
す
る
上 

                    

は
、
筆
記
試
験
、
作
文
試
験
、
適
性 

試
験
、
面
接
試
験
等
が
行
わ
れ
ま

す
。
普
段
か
ら
社
会
生
活
に
強
い
関

心
を
持
ち
、
就
職
意
識
を
高
め
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
何

よ
り
も
高
校
生
と
し
て
の
魅
力
で
あ

る
元
気
、
明
る
さ
、
素
直
さ
、
謙
虚

さ
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。 

文
徳
高
校
は
、
頑
張
る
君
を
精
い

っ
ぱ
い
応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

   

で
必
要
な
三
つ
の
条
件
を
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
健
康
で
あ
る

こ
と
。
二
つ
目
は
自
分
の
仕
事
に
責

任
を
持
つ
こ
と
。
そ
し
て
三
つ
目
は

失
敗
を
し
て
も
言
い
訳
を
せ
ず
に
受

け
入
れ
、
同
じ
失
敗
を
二
度
し
な
い

こ
と
で
あ
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
企
業
が
求
め
る
人
材
に
つ

い
て
は
、
「
体
調
管
理
が
で
き
る
こ

と
」、
「会
社
の
情
報
を
調
べ
る
な
ど

や
る
気
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
」、
「高

校
３
年
間
で
、
何
か
に
真
剣
に
打
ち

込
ん
だ
経
験
の
あ
る
こ
と
」、
「教
養

が
あ
る
こ
と
」
の
四
つ
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
ら
れ
、
就
職
を
目
指
す
生

徒
へ
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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地球規模で深刻化するエネルギー・環境問題

の根本的解決には、石油系燃料に頼らない、新た

なエネルギーシステムの構築が不可欠です。私

は、太陽エネルギーを蓄えた植物から得られるア

ルコールに着目し、それらを効率良く使用できる

エンジンシステムの実現を目指しています。エン

ジンシステムとは、燃料が燃える時に発生する熱

エネルギーを、自動車や船などを動かすための

原動力へ変換させる機械です。現在世界の流通

の多くを支えるトラックやオイルタンカー(船)など

に使われるディーゼルエンジンは高温・高圧の空

気中に燃料(軽油)を霧状で噴き出すと、燃料が自

然に燃え始めるという“自着火現象”を利用してい

ます。しかし、アルコール燃料は性質上、自着火

が安定的に起きにくく、実用化されていないのが

現状です。私は「なぜ自然に火が着くのか？」「ど

のような条件で火が着くのか？」という根本的な

物理化学メカニズムを解明し、アルコール燃料に

適した高効率なエンジンシステムを構築すること

で、自然環境と工業が調和した世界の実現を夢見

ています。 
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１
年
普
通
科 

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
先
日
、
文
化
祭
が
あ
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
の
出
し
物
が
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
大
丈

夫
か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
い
ろ
い
ろ
大
変
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
最
終
的
に
よ
い
思
い
出
に
な
っ

た
よ
う
で
す
。
あ
と
、
娘
が
ど
う
し

て
も
食
べ
た
か
っ
た
相
撲
部
の
ち
ゃ

ん
こ
鍋
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
と

の
事
で
す
。
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し

た
。 １

年
普
通
科 

 

「朝
課
外
は
私
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
」と
云
っ
て
、
毎
朝
７
時
に
は
登
校

し
て
い
る
娘
、
授
業
で
不
明
な
点
を

確
認
し
た
り
課
外
が
か
な
り
役
に
立

っ
て
い
る
と
か
。
皆
が
行
っ
て
い
る
か

ら
・
・
・
で
は
な
い
。
自
身
の
た
め

に
・
・
・
。
今
後
も
自
分
で
選
択
し
進

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
は

成
長
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 １

年
普
通
科 

 

女
子
バ
レ
ー
部
の
写
真
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
の
で
、
娘
が
と
て
も
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
週
末
の
大
会
（春
高
バ

レ
ー
予
選
）
で
ベ
ス
ト
16
に
入
っ
た

の
で
、
文
徳
点
描
に
是
非
載
せ
て
欲

し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
!! 

よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
１
セ
ッ
ト
先

守
さ
れ
た
後
の
２
セ
ッ
ト
目
24-

13

か
ら
連
続
11
ポ
イ
ン
ト
で
追
い
つ
き

そ
の
後
、
大
逆
転
の
熱
戦
で
し
た
。 

１
年
普
通
科 

我
が
子
は
自
転
車
通
学
を
し
て
お

り
ま
す
。
朝
、
家
を
出
て
か
ら
部
活

動
終
了
後
帰
宅
す
る
ま
で
、
事
故
に 

      

あ
っ
て
い
な
い
か
、
事
故
を
起
こ
し
て

い
な
い
か
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
最

近
、
自
動
車
運
転
中
に
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ

Ｏ
を
す
る
等
、
耳
を
疑
う
よ
う
な
事

を
見
聞
き
し
ま
す
。
我
が
子
だ
け
で

な
く
全
て
の
方
が
防
衛
運
転
を
身
に

付
け
て
い
た
だ
け
る
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。 

１
年
普
通
科 

先
日
の
文
化
祭
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
ウ
ワ
サ
の
相
撲
部
の
「ち
ゃ
ん
こ

鍋
」を
は
じ
め
、
数
種
類
の
美
味
し
い

も
の
を
頂
き
ま
し
た
。
お
天
気
は
良

か
っ
た
も
の
の
日
陰
は
寒
く
風
も
冷

た
か
っ
た
の
で
温
か
い
も
の
が
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
。
模
擬
店
の
貼
り

紙
を
も
う
少
し
大
き
く
目
に
つ
く
よ

う
に
す
れ
ば
も
っ
と
お
客
さ
ん
も
探

し
や
す
か
っ
た
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

後
援
会
長
さ
ん
（？
）の
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
完
売
！
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
先
生
方
、
保
護
者
の
方
々
、

生
徒
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

           

１
年
理
工
科 

入
学
し
て
か
ら
吹
奏
楽
で
頑
張
っ

て
き
た
我
が
子
の
成
長
を
オ
ー
タ
ム

コ
ン
サ
ー
ト
で
見
る
こ
と
が
出
来
、

感
動
し
ま
し
た
。
な
か
な
か
目
に
す

る
事
の
出
来
な
い
子
ど
も
達
の
成
長

し
た
姿
で
し
た
。
毎
日
帰
宅
す
る
の

も
８
時
頃
、
コ
ン
サ
ー
ト
前
は
お
休

み
も
殆
ど
な
く
練
習
に
励
ん
で
い
た 

             

姿
を
見
て
き
ま
し
た
の
で･･･

本
当

に
感
動
で
し
た
。
先
生
方
の
ご
指
導

の
た
ま
も
の
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

１
年
理
工
科 

毎
回
、
文
徳
点
描
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
先
日
、
部
活
の
懇
親
会

に
親
子
で
出
席
い
た
し
ま
し
た
。
食

事
を
終
え
、
帰
ろ
う
と
し
た
所
、
部

員
の
み
で
食
事
を
し
て
い
た
テ
ー
ブ

ル
は
皿
を
真
ん
中
に
形
ご
と
に
重
ね

て
寄
せ
集
め
て
い
て
綺
麗
で
し
た
。

一
方
、
親
の
み
の
テ
ー
ブ
ル
は･･･

。

部
活
動
は
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
以
外
の
指
導
も
し
て
下
さ
り
、
感

謝
し
て
い
ま
す
。 

１
年
理
工
科 

進
路
講
演
会
を
見
て
ま
だ
ま
だ

先
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
点
描
を

読
ん
で
「そ
う
だ
今
だ
か
ら
こ
そ
」と

納
得
し
ま
し
た
。
今
だ
か
ら
こ
そ

色
々
調
べ
ら
れ
る
事
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
後
は
、
身
に

付
け
た
い
防
衛
運
転
法
を
子
ど
も
み

ん
な
が
理
解
し
て
く
れ
る
と
事
故
や

ケ
ガ
が
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

ト
ム
ソ
ン
・ロ
イ
タ
ー
引
用
栄
誉
賞

を
受
賞
さ
れ
た
前
田
浩
先
生
に
は

20
年
程
前
に
、
個
人
的
に
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
事
が
あ
り
、
当
時
か
ら

画
期
的
な
研
究
、
発
表
を
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
気

さ
く
で
お
人
柄
に
感
銘
を
受
け
た
事

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。
受
賞
な
さ
れ

た
事
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
息
子
が
前
田
先
生
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
大
学
の
付
属
校
で
学
ん

で
い
る
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

今
年
の
文
化
祭
で
初
め
て
「い
こ
い

の
広
場
」で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
さ

れ
た
よ
う
で
天
気
も
良
く
楽
し
く

見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
学
校
に
来
る

ま
で
子
ど
も
達
の
歌
声
な
ど
が
聞
こ

え
、
坂
を
登
る
足
取
り
も
軽
く
な
り

ま
し
た
。
息
子
も
文
化
祭
の
準
備
等

で
帰
り
が
遅
い
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

大
変
だ
っ
た
分
当
日
楽
し
か
っ
た
の

で
は
と
思
い
ま
す
。 

            

２
年
普
通
科 

始
め
て
文
化
祭
を
見
に
行
か
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
笑

顔
で
楽
し
ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
県
内
一
の
生
徒
数
で
す
か
ら

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
個
性
あ
ふ

れ
る
文
化
祭
で
た
い
へ
ん
楽
し
ま
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
娘
も
一
生
懸
命
に

商
品
を
作
っ
た
り
販
売
し
て
い
る
姿

が
見
ら
れ
、
本
当
に
頼
も
し
く
う
れ

し
く
思
い
ま
し
た
。
役
員
の
皆
さ
ん

も
頑
張
っ
て
お
ら
れ
感
謝
い
た
し
ま

す
。 

２
年
普
通
科 

 

今
回
の
点
描
に
載
せ
て
あ
る
「ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
」に
つ
い
て
大
変

た
め
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
車
の

運
転
も
反
省
す
る
点
を
振
り
返
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
又
、
息
子
達
の

自
転
車
の
運
転
も
よ
り
安
全
運
転
に

努
め
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
朝

か
ら
電
車
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に

猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
出
す
時
が
あ

る
の
で
、
普
段
の
生
活
か
ら
慌
て
な

い
よ
う
に
前
準
備
を
し
余
裕
を
持
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
な
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

           ２
年
普
通
科 

文
徳
点
描
に
は
毎
回
、
数
多
く
の

部
活
動
の
優
秀
な
成
績
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
国
体
で
活

躍
し
た
記
事
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

新
聞
で
も
拝
見
し
た
の
で
す
が
、
特

に
相
撲
部
の
活
躍
は
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
熊
本
地
震
に
も
負
け
ず
、

日
々
の
練
習
を
続
け
、
結
果
を
出
す

と
い
う
事
は
、
並
大
抵
の
努
力
で
は

出
来
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
々
努
力

し
て
い
る
選
手
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導

を
さ
れ
る
先
生
方
に
講
話
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
な
が
ら
今
回
の
文
徳
点

描
を
拝
見
し
ま
し
た
。 

２
年
普
通
科 

11
月
２
日
・３
日
の
文
化
祭
、
楽

し
み
で
す
。
２
年
生
に
な
り
今
年
は

模
擬
店
を
出
せ
る
と
い
う
事
で
、
娘

た
ち
は
は
り
き
っ
て
お
り
ま
す
。
試

作
品
を
作
っ
た
り
、
看
板
を
作
成
し

た
り
と
忙
し
く
大
変
そ
う
で
し
た
が
、

ク
ラ
ス
の
生
徒
間
の
交
流
が
深
ま
る

行
事
と
な
り
そ
う
で
す
。
当
日
は
私

も
少
し
、
覗
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。 

２
年
理
工
科 

 
い
つ
も
子
供
が
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
先
日
、
危
険
物
取
扱
者

の
試
験
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
合
格

し
て
い
る
と
い
い
の
で
す
が
・・・。
三

年
生
の
進
学
、
就
職
状
況
が
気
に
な

り
ま
す
。
頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。
ま

た
、
相
撲
部
の
川
副
く
ん
優
勝
お
め

で
と
う
ご
い
ざ
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。 

２
年
理
工
科 

相
撲
部
の
川
副
く
ん
、
優
勝
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
の
優
勝
を
息
子
も
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
後
の
新
聞
記
事
で
４

月
の
熊
本
地
震
で
川
副
く
ん
の
自
宅

は
全
壊
し
た
と
知
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
彼
自
身
も
色
々
な
思
い
を

乗
り
越
え
て
練
習
に
頑
張
っ
た
結
果

が
出
て
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家

族
や
周
り
の
方
々
も
多
く
の
感
動
と

勇
気
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
息

子
共
々
応
援
し
て
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

今
週
末
、
娘
の
看
護
学
校
の
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。
親
子
共
々
、
緊
張

の
中
で
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

同
級
生
の
方
も
合
格
の
話
題
が
家
庭

で
も
あ
が
り
我
が
子
も
次
に
続
い
て

欲
し
い
と
今
は
願
う
ば
か
り
で
す
。

学
校
で
は
面
接
・小
論
文
の
ご
指
導

を
し
て
頂
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

            

３
年
普
通
科 

先
日
、
崇
城
大
学
の
入
試
対
策
講

座
に
親
子
で
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど

も
達
は
受
験
科
目
の
授
業
で
、
保
護

者
は
大
学
の
入
試
情
報
や
特
待
生
制

度
な
ど
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
息
子
は
入
試
対
策
講
座
は
た

め
に
な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

最
初
の
入
試
本
番
ま
で
あ
と
１
週
間

で
す
。
ま
る
で
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん

が
、
入
試
は
待
っ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。

チ
ャ
ン
ス
は
何
度
も
あ
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
早
く
に
合
格
で
き
る
よ
う

祈
る
ば
か
り
で
す
。
頑
張
れ
受
験

生
！ 

３
年
理
工
科 

受
験
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
ね.

２
年

前
、
こ
の
「文
徳
点
描
」を
読
み
、
先

輩
は
大
変
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
我

が
家
も
と
う
と
う
そ
の
時
期
で
す
。

学
校
で
は
面
接
指
導
を
丁
寧
に
し
て

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
受

験
だ
け
で
は
な
く
他
の
機
会
で
も
役

に
立
つ
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は

大
学
受
験
時
を
思
い
出
す
と
時
代
の

違
い
を
感
じ
ま
す
が
周
り
に
応
援
し

て
も
ら
っ
て
い
る
の
は
同
じ
で
す

ね
。 

３
年
理
工
科 

 

い
よ
い
よ
大
学
受
験
が
近
づ
き
ま

し
た
。
本
人
は
と
て
も
落
ち
着
い
て

い
ま
す
。
毎
日
、
面
接
の
練
習
で
志

望
動
機
を
問
わ
れ
る
事
で
自
分
自

身
に
向
き
合
う
事
が
で
き
、
自
分
は

何
が
好
き
で
、
ど
ん
な
仕
事
に
つ
き

た
い
の
か
。
先
生
、
毎
日
面
接
の
練

習
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
我
が

子
の
成
長
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

高
校
生
活
も
残
り
少
な
く
な
り
、

毎
日
の
お
弁
当
作
り
も
日
に
ち
が
少

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
様
、
毎
日
お
弁
当
作
り
大
変
か
と

思
い
ま
す
。
私
と
息
子
の
会
話
で
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
サ
ン
ド
ウ
ィ

ッ
チ
を
何
回
か
作
り
持
た
せ
ま
し
た
。

息
子
は
「サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
は
作
ら
な

い
で
!!
手
抜
き
料
理
」と
言
っ
た
の

で
、
そ
れ
っ
き
り
作
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
た
か
が
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
手
は
ぬ

い
て
お
り
ま
せ
ん
!! 

今
度
息
子
に

作
っ
て
み
せ
て
と
頼
み
ま
し
た
ら
「い

い
よ
、
５
分
で
作
れ
る
よ
！
」ゆ
で
卵

か
ら
豚
肉
に
パ
ン
粉
か
ら
作
ら
せ
よ

う
と
思
い
ま
す
。 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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文徳祭 共同製作「みんなで熊本を復興させよう」 

 


